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 モニ フセイン モニ 南アジアにおける日本の海外直接投資―グローバル下の挑戦的
時代に多国籍企業が担う新たな役割の必要性と正当性― 
  
 １ 論文概要 
                  １ 
 モニ論文はその副題が示すようにグローバル時代に多国籍企業が開発途上国の経済発展
に果たす役割を日本と南アジア、とりわけバングラデッシュとの関連で考察したものであ
る。近年中国と並んでＢＲＩＣs の一翼にインドがその名を連ねるなかで南アジアの位置と
役割が注目されてきているが、モニ論文は、ここに焦点を当てて南アジア地域の持続的経
済発展による貧困の解決に果たす日本企業の役割を分析している。この地域の本格的分析
論文の少なさとともに「政治外交」「社会文化」的検討という分析手法のユニークさが加わ
って、新味を出す構成となっている。以下モニ論文の構成と概要を見てみることとしたい。 
 
                  ２ 
 
 モニ論文の構成は以下の通りである。 
   
第１章 序章 
  １ 問題の背景と問題設定の正当性 
   ２ 研究目的 
   ３ 変数と仮説 
   ４ 概観 
第２章 方法論 
  １ アプローチ 
  ２ 概念設定 
  ３ 資料収集と分析 
  ４ 研究課題の限定 
第３章 問題の前提 
  １ 日本と南アジアの「政治外交」「社会文化」連携 
   ２ 南アジアに対する日本の ODA 協力 
  ３ 日本と南アジアの貿易関係 
  ４ 経済民主化と SAARS（南アジア地域協力連合）の結合 
第４章 問題の焦点  
  １ 文献検討 
  ２ 多国籍企業の地理的位置  
  ３ グローバリゼ－ション、直接投資、持続的発展 
第５章 検証 
 １ 日本にとっての南アジア地域成長の意味 
 ２ 南アジアでの日本の直接投資の問題点と展望 
 ３ 南アジアでの多国籍企業活動の衝撃 
 ４ 南アジアでの事例研究  
第６章 結論 
  １ 研究成果の纏め 
  ２ 研究の独自性と意義 
  ３ 最近の研究の進展と将来展望 
  ４ 総括 
 
以上がモニ論文の構成である。以下順を追ってその内容を紹介しよう。 
 序章では本論文の意義、方法論、概要が語られ、文字通り論文全体を概観したものであ
る。まず成長委著しい南アジア地域への日本企業の積極的参加の必要性を強調したあと、
その促進を図るためには日本と南アジアの政治外交、社会文化的結合の実現が必要だとし
ている。 
 第２章では南アジア地域と直接投資の関連という視点からグローバリゼーションのもと
で、持続的経済発展をこの地域に生む機動力としての日本企業の役割を国際関係的視点か
らアプローチするとしている。またそのために関連資料や文献以外にインタビューなどを
取り入れて一層の充実をはかるとしている。さらに考察に当っては国際関係的視点を取り
入れながら検討するとしている。 
 第３章では日本と南アジア地域との政治外交、社会文化的関係を歴史的にたどりながら、
日本の南アジア地域への ODA と貿易関係の分析を行っている。他方南アジア地域も１９９
０年代以降の規制緩和とグローバリゼ－ションのなかで SAARC（南アジア地域協力連合）
が進行し域内貿易投資も拡大を示し始めている。この両者の新たな結合のあり方が現在問
われているとする。 
 第４章では南アジアと直接投資を分析した先行研究を検討したあとで、日本の１９８０
年代以降の直接投資の動向に言及し、その直接投資が持続的経済発展の原動力であること、
日本企業が南アジアの持続的経済発展に大きな役割を果たすことを強調した。 
 第５章では南アジア地域がエネルギー供給などで日本の安全保障にとって欠くべからざ
る地域であること、日本の国連安保理入りの重要なサポーター国家群であること、南アジ
ア地域の中核インドの重要性の拡大に象徴されるこの地域の政治経済的重要性の高まり等
を考えると日本はこの地域に着目すべきであるが、日本は必ずしも積極的ではないし、日
系企業を取り上げても成功例ばかりとは限らない。それは南アジアでインドと並ぶ大国バ
ングラディッシュを取り上げても同様な事がいえるのである。 
 第６章ではこれまでの結論が要約され、さらに今後の南アジアと日本の直接投資や貿易
拡大に向けた日本政府や日本企業、そして南アジア各国政府への提言が提示されている。 
 
                 ３ 
 
 以上がモニ論文の概要である。南アジア地域と日本の直接投資について政治外交、社会
文化の視点から分析した点で興味深い内容となっている。また、日本とバングラディッシ
ュとの経済関係をＯＤＡや貿易関係から分析している点も、同国ダッカ大学で教鞭をとっ
てきた筆者に相応しく貴重なデーターを含んだ深みのある分析となっている。 
 しかし全体的に事実列挙的記述に偏っている点があり、また筆者の言う政治外交、社会
文化的結合あるいは関係の内実が充分詰められているとは言いがたく、そのぶん分析に平
板さが見られたが、審査最終段階で、章別編成の変更、日系企業の南アジアでの経営の成
功、失敗例の分析、今後の日本企業の南アジア経済活動促進に向けた日本政府、日本企業、
現地政府への提言、南アジアと中央アジア地域との連携などが挿入され、大幅に改善され
た。以上の点を考慮した場合、モニ論文は、方法論のユニークさとそれを裏付ける資料的
貴重さから博士論文のレベルに到達していると認定している。 
 
                 ４ 
 
 我々審査委員会一同は２００６年１２月２４日モニ フセイン モニに対し面接試験を
実施した。その後①章の後に要約を入れること、②南アジアでの日系企業の成功例、失敗
例を挙げ分析すること、③中央アジアとの連携に言及する事、④日本政府、日本企業、現
地政府に対する提言を載せること、をコメントとして附したが、それがクリアされたと認
定した結果、全審査委員は、本論文は早稲田大学の博士学位に十分値すると一致して認め
た。 
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